
「この町で暮らして良かった！」と⾔える町にしたい
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※注 出典元（杉⼾町議会 議会中継 https://smart.discussvision.net/smart/tenant/sugito/WebView/rd/council_1.html）

１�いじめから⼦どもを守れる体制強化を

２�町⺠の⽅々と協働した新庁舎整備を

３ ⾃治会の今後のあり⽅は

⾃治会の運営⽅法を改善しつつ、役員の負担を軽減し、若い世代の意⾒を取
り⼊れることが必要と考えています。おのおのに⾃治会で実態が異なること
から、未加⼊の原因について区⻑会等と相談し、聞き取り、分析していきます。

認知後の解決も⼤事ですが、未然防⽌することも⼤事です。学校・保護者・町等の連
携をより深め、杉⼾町全体で「いじめは絶対に許してはならない」という意識を⼀層
⾼めるために、現条例の⾒直しを提案しますが、当町の⾒解を伺います。

【学校教育課⻑】
当時の作成したときの背

景もございますので、⾒直しをす
る必要もあるかと感じています
が、現在の条例と⽅針の実効性
を⾼めることをまずは第⼀優先
と考えています。

【教育⻑】 それぞれの責務や役
割を明確にしていくことは、⼤切
な視点であると思います。まずは、
制定までのプロセスや内容の吟
味、関係する⽅々の意識をどのよ
うに⾼めていくかなど、しっかり
研究します。

【町⻑】 いじめから
⼦どもたちを守り、安
⼼して学校に通えるよ
うにすることは、私た
ち⼤⼈の責務です。教
育委員会とよく連携し
て研究します。

現庁舎が抱える多くの課題を解決し、必要な機能を確保するために
最も有効な⼿法が新庁舎の整備であると考えています。事業費を少
しでも縮減し、町⺠の皆様のご意⾒をお聞きしながら検討します。

⽣産年齢⼈⼝が減っていて、将来の財政負担が不明確なこともあり、
ある程度の⾒通しが⽴つまでは役場庁舎整備費などとして、少しず
つ費⽤を積み⽴てていくのはいかがでしょうか。
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⾼齢化やライフスタイルの多様化などにより、⼀部の住⺠
により負担がかかっている現状も散⾒されます。⾃治会の
今後のあり⽅を懸念するお声が多数ございますが、当町の
⾒解と今後の⽅針を伺います。

⼦どもひとりひとりの居場所づくり
ほっとルームを試験的に設置（第⼆⼩）
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